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【公表番号】特表2010-531703(P2010-531703A)
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｌ  27/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ   2/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｌ  27/00    　　　Ｆ
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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月10日(2011.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　焼結される材料に活性化を引き起こす焼結電流を印加すること、および前記材料に圧力
を印加することによって焼結を行うのに好適なシステムにおいて、生物学的適合性の凹状
および／または凸状の要素（１）を製造するための方法であって、
－成形手段（６）中、圧力を印加することによって、焼結温度（Ｔ１）で、容量（１１）
の導電性／非導電性のタイプの成形材料（１１）を焼結し、それにより、成形された凹状
および／または凸状の要素（１）を得ること；および
－前記焼結の前に、前記成形された凹状および／または凸状の要素（１）から除去可能な
顆粒状材料（１２）を、前記成形材料（１１）に添加すること
を含み、
　前記顆粒状材料（１２）が、前記焼結温度（Ｔ１）より高い融解温度（Ｔ２）を有し、
　前記顆粒状材料（１２）が、
　前記成形材料（１１）が導電性のタイプであるときに、低いレベルの導電率を有する顆
粒状材料を含むことにより、前記成形材料（１１）を加熱しかつ焼結する焼結電流が集中
し、成形材料（１１）のみを流れるか、または、
　前記成形材料が実質的に非導電性のタイプであるときに、高いレベルの導電率を有する
顆粒状材料を含むことにより、焼結電流が顆粒（１２）を介して流れ、前記顆粒（１２）
を加熱し、このようにして発生した熱が、成形材料を焼結するために顆粒から前記成形材
料に伝導される方法。
【請求項２】
　前記成形手段（６）が、前記容量（１１）の成形材料および前記顆粒状材料（１２）が
導入され得る凹状のパンチ手段（８ａ）と、前記凹状のパンチ（８ａ）内で前記容量（１
１）の成形材料および前記顆粒状材料（１２）を圧縮するのに好適な凸状のパンチ（７）
とを含む前記圧力を印加するためのプレス手段を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記焼結の後、前記顆粒状材料（１２）が、除去工程において前記成形された凹状およ
び／または凸状の要素（１）から除去され、それにより、孔（５）を有する凹状および／
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または凸状の要素（１）を得る請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記顆粒状材料（１２）が溶媒に可溶性である請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記除去工程が、前記顆粒状材料（１２）を溶媒に溶解させることを含む請求項３に記
載の方法。
【請求項６】
　前記顆粒状材料（１２）が予め選択された顆粒の寸法を有する請求項１～５のいずれか
１つに記載の方法。
【請求項７】
　前記顆粒状材料（１２）が塩化ナトリウムを含む請求項１～６のいずれか１つに記載の
方法。
【請求項８】
　前記溶媒が水を含む請求項４、または請求項４に従属する請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記顆粒状材料（１２）が酸化マグネシウムを含む請求項１～６のいずれか１つに記載
の方法。
【請求項１０】
　前記溶媒が５～５０重量％の間の量の塩酸の溶媒溶液を含む請求項４、または請求項４
に従属する請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記溶媒溶液が０℃～９０℃の間の温度を示す請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記顆粒状材料（１２）が、ナトリウム、カルシウム、カリウム、リチウム、マグネシ
ウムの中から選択される元素の塩、硫酸塩、リン酸塩、硝酸塩および酸化物の中から選択
される請求項１～６のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１３】
　前記添加が混合を含む請求項１～１２のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１４】
　前記添加が、保持を行うための生物学的な表面との接触面となる前記容量（１１）の成
形材料の層の表面上に前記顆粒状材料（１２）の層を施すことを含む請求項１～１３のい
ずれか１つに記載の方法。
【請求項１５】
　焼結を促進するのに好適な前記システムが、スパーク・プラズマ焼結システムである請
求項１～１４のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか1つに記載の生物学的適合性の要素を製造するための方法で
得ることができ、前記要素が孔（５）を有する凹状および／または凸状の形体（２）を有
することを特徴とする生物学的適合性の凹状および／または凸状の要素（１）。
【請求項１７】
　前記孔（５）が、実質的に前記凹状および／または凸状の形体（２）の表面上に得られ
る請求項１６に記載の要素。
【請求項１８】
　前記表面が凸状の表面（４）を含む請求項１７に記載の要素。
【請求項１９】
　前記孔（５）が、表面（３、４）上に得られ、前記凹状および／または凸状の形体（２
）の厚みの中にある請求項１６に記載の要素。
【請求項２０】
　前記凹状および／または凸状の形体（２）がカップの形状を示す請求項１６に記載の要
素。
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【請求項２１】
　前記凹状および／または凸状の形体（２）が杯状物の形状を示す請求項１６に記載の要
素。
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